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＊アクセス 

〒745-8585 山口県周南市学園台 

 

図 1 アクセスマップ 

 

＊特色 

・本科は機械電気工学科、情報電子工学科、土木建築工学科の 3 学科編成 

・専攻科は機械制御工学専攻、情報電子工学専攻、環境建設工学専攻の 3 専攻 

 

＊教育目標・教育理念(一部文章及び図表は徳山高専HPより引用) 

What is "高専"？ 

建学の理念 

技術を愛する人物、 

人々から信頼される人物を育くみ、 

広く社会の安全と人々の幸福に寄与する 

  

育成しようとする技術者像 

https://www.tokuyama.ac.jp/
https://www.tokuyama.ac.jp/school/info/pdf/catalogue2020.pdf


建学の理念に基づき、次のような技術者を育てようとしている。 

 

【本 科】 

情報技術をベースに、それぞれ得意とする複合技術を生かして、技術的課題を解決できる

技術者 

【専攻科】 

情報技術をベースに、それぞれ得意とする複合技術を生かして、設計・開発を行う素養を

もつ技術者 

 

 これは、徳山高専の活躍分野が、業種・職種ともに多岐にわたっていることから、多く

の技術分野で必須である「情報技術」をベースとし、それに、本校開校以来の伝統である

「複合技術」を活用して活躍する技術者を想定している。 

 ただし、本科と専攻科では修業年限が異なりますので、めざす技術者像は自ずと異なっ

てくる。しかし、それらはいずれも社会の要請に応えるものではなくてはならない。そこ

で本科では、発見した「技術的課題を解決できる技術者」を、専攻科ではそこから新たな

ものを「設計・開発できる技術者」を育てようとしている。 

 

図 2 技術者育成像 

 



各学科/専攻において得意とする複合技術 

機械電気工学科 

「コンピュータで制御する機械を設計・

製作する技術」 

（メカトロ技術） 

 

情報電子工学科 

「コンピュータ技術をベースに電子情

報通信システムを設計・構築する技術」 

（情報電子技術） 

 

土木建築工学科 

「情報技術を活用し社会基盤や建築空

間を設計・施工する技術」 

（社会環境整備技術） 

機械制御工学専攻 

「コンピュータで制御する機械を設計・

開発する技術」 

（メカトロ技術） 

 

情報電子工学専攻 

「コンピュータを核とする多様なシス

テムを設計・開発する技術」 

（情報電子技術） 

 

環境建設工学専攻 

「情報技術を活用し社会基盤や建築空

間を設計・開発する技術」 

（社会環境整備技術） 

  

  

徳山高専の学習・教育目標 

世界に通用する実践力のある開発型技術者をめざす人材の育成 

 



図 3 学習・教育目標 

 

○ 準学士課程卒業時の到達目標 

 

(A)「世界に通用する」技術者をめざすた

めに 

(A1)基本的素養  

複合分野の基礎となる基本的素養を身

につけること 

・ 数学・自然科学・基礎工学の科目を修

得する 

(A2)倫理観とコミュニケーション能力 

国際理解を深め、技術者としての倫理観

とコミュニケーション能力を養うこと 

・ 国際文化・技術者倫理・日本語・外国

語の科目を修得する 

・ 自らの目標を定め、外部試験を活用

して、 

英語力のステップアップを図る 

 

(B)「実践力のある」技術者をめざすため

に 

(B1)情報技術と表現力 

情報技術をベースに、実体験を通して表

現力を身につけること 

・ 情報関連・実験の科目を修得する 

(B2)自主自立 

自主性と自立性を養うこと 

・ 卒業研究の科目を修得する 

 

(C)「開発型」技術者をめざすために 

(C1)設計能力 

複合分野にわたる知識を有機的に結び

つける設計能力を身につけること 

・ メカトロ技術・情報電子技術・社会環

○ 専攻科課程修了時の到達目標 

 

(A)「世界に通用する」技術者をめざすた

めに 

(A1)基本的素養 

複合分野の基礎となる基本的素養を身

につけること 

・ 数学・自然科学・基礎工学の科目を修

得する 

・ 学士を取得する 

(A2)倫理観とコミュニケーション能力 

国際理解を深め、技術者としての倫理観

とコミュニケーション能力を養うこと 

・ 国際文化・技術者倫理・日本語・外国

語の科目を修得する 

 

(B)「実践力のある」技術者をめざすため

に 

(B1)情報技術と表現力 

情報技術をベースに、実体験を通して表

現力を身につけること 

・ 情報関連・実験の科目を修得する 

(B2)自主自立 

自主性と自立性を養うこと 

・ 卒業研究の科目を修得する 

 

(C)「開発型」技術者をめざすために 

(C1)設計能力 

複合分野にわたる知識を有機的に結び

つける設計能力を身につけること 

・ メカトロ技術・情報電子技術・社会環

境整備技術のうち、 

ひとつの分野の定められた科目を修得



境整備技術のうち、 

ひとつの分野の定められた科目を修得

する 

(C2)課題把握と解決能力 

課題を把握し解決する力を身につけ、感

性・創造性を磨き養うこと 

・ 創造系の科目を修得する 

・ 創造演習発表会、卒業研究発表会な

どで発表を行う 

する 

・ 総合科目(２科目以上)及び総合演習

の科目を修得する 

(C2)課題把握と解決能力 

課題を把握し解決する力を身につけ、感

性・創造性を磨き養うこと 

・ インターンシップ及び特別研究の科

目を修得する 

・ 国内外の学協会で発表を行う 

 

＊3つのポリシー(一部文章は徳山高専 HPより引用) 

ディプロマポリシー（卒業・修了認定の基本方針） 

 本校では、下記の人材の育成を目的とする。所定の年限在籍し、以下に示す能力・技能に加え、

複合分野にわたる知識を有機的に結びつける能力を備え、各学科が規定する単位を修得したもの

に卒業を認定し準学士と称することを認め、各専攻が規定する単位を修得したものに修了を認定

する。 

【本 科】 

情報技術をベースに、それぞれ得意とする複合技術を生かして、技術的課題を解決できる技術者 

【専攻科】 

情報技術をベースに、それぞれ得意とする複合技術を生かして、設計・開発を行う素養をもつ 

技術者 

 卒業生・修了生が修得すべき能力・技能を具体化すると、次のようになる。 

1. 基本的能力 

    数学、自然科学、人文・社会科学、工学基礎など、工学の専門知識や技術の修得に 

必要となる能力。 

2. 専門的能力 

    それぞれの専門分野及び複合分野にわたる技術者として備えるべき能力。 

3. 汎用的技能 

    技術者として必要となるコミュニケーションスキル、合意形成、情報収集・活用・発信力、 

課題発見、論理的思考などの技能。 

4. 態度・志向性（人間力） 

   技術者として必要となる主体性、自己管理能力、責任感、チームワーク力、リーダーシップ、  

未来志向型キャリアデザインなどの能力。 

5. 創造的思考力 

    技術者として必要となる創成能力やエンジニアリングデザイン能力などの思考力。 



6. 異文化対応力 

    技術者として世界のどこでも必要となる教養と感性を持ち、グローバルな視点で異文化に 

対応する能力。 

7. 倫理的判断力 

    世界のどこで活躍しようとも必要となる判断基準を持ち、技術者として自らの技術を 

公衆の安全、健康、福利を優先して活用するための能力。 

 

カリキュラムポリシー（教育課程編成および実施の基本方針） 

 本校では、ディプロマポリシーにて掲げた能力を育成するために、以下に示す科目群を用意し

ている。 

   各学科・専攻科における具体的な科目群をまとめると次のようになる。 

＜全学科・専攻共通＞ 

1. 基本的能力 

    豊かな教養を身につけることを目的として人文・社会科学、芸術などに関する科目を本科・専

攻科を通して用意している。また、工学の専門知識や技術の修得に必要な学問的基礎を学ぶこと

を目的として、数学、自然科学、基礎工学などに関する基礎・応用科目群を本科・専攻科を通し

て教育課程に用意している。 

2. 専門的能力 

    各学科・専攻科において専門工学、工学実験・実習、応用・学際的科目群を用意しています。 

3. 汎用的技能 

    各学科・専攻科において創造演習・創造製作、卒業研究（および専攻科における総合演習、応  

用研究、特別研究）、学科学年縦横断型の活動など、汎用的技能を身につけるための実技科目群や

活動を用意している。 

4. 態度・志向性（人間力） 

    各学科・専攻科において創造演習・創造製作、卒業研究（および専攻科における総合演習、応

用研究、特研究）、体育などとともに、学科学年縦横断型の活動、キャリア教育支援プログラム、

課外活動など、態度・志向性（人間力）を育成するための科目群や学生の自発的参加型の活動を

用意している。 

5. 創造的思考力 

    各学科・専攻科において創造演習・創造製作、卒業研究（および専攻科における総合演習、応

用研究、特別研究）、学科学年縦横断型の活動など、創造的思考力を育成するための課題解決能

力・開発力の育成に関する科目群や活動を用意している。 

6. 異文化対応力 

    技術者としての異文化対応能力を身につけることを目的として、英語、中国語、ドイツ語など

の外国語科目や国内研修・海外研修・語学研修プログラムを本科・専攻科を通して用意している。 

7. 倫理的判断力 



    技術者としてグローバルな視点で自らの技術を公衆の安全、健康、福利を優先して活用するた

めの倫理観を身につけることを目的として倫理、哲学、技術者倫理、安全工学概論などの科目を

本科・専攻科を通して用意している。 

 

＜機械電気工学科・機械制御工学専攻＞ 

1) 機械工学・電気工学の基礎・応用科目群：いわゆる機械工学（材料力学、水力学、熱力学、機

械力学など）および電気工学（電気回路、電子回路、電磁気学など）を基盤とした基礎専門科目

群および専攻科におけるそれらの応用・学際的科目群（ロボット制御工学、応用計測工学など）

を用意している。 

2) 実践的技術力の修得に関する科目群：実践的な工学実験、工作実習、設計製図（および専攻科

における総合実験）などの実技科目を用意している。 

3) 課題解決能力・開発力の育成に関する科目群：創造演習・創造製作、知的財産権、卒業研究（お

よび専攻科における総合演習、応用研究、特別研究）など、課題解決能力、応用力、創造力、プ

ロジェクトマネージメント力、チームワーク力、表現力などの総合的能力を身につけるための科

目を用意している。 

 

＜情報電子工学科・情報電子工学専攻＞ 

1) 電子・情報・通信工学の基礎・応用科目群：いわゆる情報工学（情報理論、コンピュータアー

キテクチャ、プログラミングなど）および電気・電子工学（電磁気学、アナログ回路、ディジタ

ル回路など）を基盤とした基礎専門科目群および専攻科におけるそれらの応用・学際的科目群（メ

ディア信号処理、半導体電子工学など）を用意してい。 

2) 実践的技術力の修得に関する科目群：実践的なプログラミング関連科目、電子工学実験、情報

システム実験、電子通信システム実験（および専攻科における総合実験）などの実技科目を用意

している。 

3) 課題解決能力・開発力の育成に関する科目群：知的財産論、創造演習・創造製作、卒業研究（お

よび専攻における総合演習、応用研究、特別研究）など、課題解決能力、応用力、創造力、プロ

ジェクトマネージメント力、チームワーク力、表現力などの総合的能力を身につけるための科目

を用意している。 

 

＜土木建築工学科・環境建設工学専攻＞ 

1) 土木工学・建築学の基礎・応用科目群：いわゆる土木工学（土木構造・材料学、水工学、地盤

工学、測量など）および建築学（建築構造・材料学、建築計画学、建築環境・設備学、都市計画

学など）を基盤とし基礎専門科目群および専攻科におけるそれらの応用・学際的科目群（建設プ

ログラミング、都市環境計画学など）を用意している。 

2) 実践的技術力の修得に関する科目群：実践的な工学デザイン、工学実験、測量実習、情報処理、

CAD（および専攻科における総合実験）などの実技科目を用意している。 



3) 課題解決能力・開発力の育成に関する科目群：集中測量実習、創造演習、卒業研究（および専

攻科における総合演習、応用研究、特別研究）など、課題解決能力、応用力、創造力、プロジェ

クトマネージメント力、チームワーク力、表現力などの総合的能力を身につけるための科目を用

意している。 

 

＜成績評価及び単位認定基準＞ 

   これらの科目に対する単位取得の認定は、各科目のシラバスに基づき、以下の方法で行う。 

(1) 成績評価は、定期試験の成績、レポート等の課題、履修状況等を総合して実施する。 

(2) 成績は履修と認められた科目で 100点法により採点し、60点以上の成績をもって所定の単位

を認定する。 

(3) 成績評価の評語は以下の 4段階とする。 

  

        評点区分(評語)         最終成績（点）     GP (Grade Point) 

               優                         80~100                          3 

               良                         70~79                            2 

               可                         60~69                            1 

             不可                         0~59                             0 

 

アドミッションポリシー（入学者選抜の基本方針） 

 本校のアドミッションポリシーは、ディプロマポリシーに基づき、次のような能力と意欲を持

った学生を入学させるためのものである。具体的には次のような人を求めている。 

＜本科入学者および編入学者に求める学生像＞ 

 本科（準学士課程）では、以下の素養を有する人を求めている。 

・数学と理科の基礎学力が身についている人 

・信頼される技術者を目指し、コミュニケーション能力の基礎を身につけている人 

・勉学や課外活動などに意欲を持って取り組んでいる人 

・ものづくりが好きで社会の発展に役立ちたいと考えている人 

 

＜専攻科入学者に求める学生像＞ 

 専攻科では、次のような人を広く求めている。 

・複合分野の基礎となる基本的素養が身についている人 

・コミュニケーション能力や倫理的判断能力が身についている人 

・実験・演習や卒業研究に意欲をもって取り組んでいる人 

・ものづくりや研究開発で社会の発展に役立ちたいと考えている人 

  

 



本校では、入学者の選抜に関して以下の方針を定めている。 

＜本科入学者選抜の基本方針＞ 

・推薦による選抜においては、出身中学校長が責任を持って推薦した生徒に対して、調査書およ

び推薦書等の提出資料の内容に加え、作文（コミュニケーション能力の基礎として国語による表

現力、ものづくりが好きであるかを評価）、目的意識・意欲などに関する一般面接（コミュニケー

ション能力や意欲、ものづくりが好きで、信頼される技術者を目指しているか、社会の発展に役

立ちたいと考えているかを評価）、各学科への適性に関する適性面接（数学や理科の基礎学力を

評価）の結果を総合的に評価し、本校への適性を有すると判断した人を選抜する。 

・学力検査による選抜においては、本校の教育を受けるのに必要な素養と基礎学力を有した者を

選抜するため、学力検査の結果と調査書の内容を総合的に評価する。学力検査は筆記試験で、国

語、英語、数学、理科、社会の５教科である。なお、数学と理科の基礎学力が身についているか

を評価するため、他の教科に比べ、数学を２倍、理科を１．５倍に換算する。また、他の教科と

調査書は主に十分なコミュニケーション能力の基礎を身につけているかを評価する。 

・帰国子女特別選抜においては、筆記試験で、国語、英語、数学、理科の４教科を実施し、数学

と理科の基礎学力が身についているかを評価するため、他の教科に比べ、数学を２倍、理科を１．

５倍に換算する。また、他の教科では主に十分なコミュニケーション能力を身につけているかを

評価する。さらに一般面接（意欲、ものづくりが好きで社会の発展に役立ちたいと考えているか、

信頼される技術者を目指しているかを評価）を行い、本校への適性を有すると判断した人を選抜

する。 

＜編入学者の選抜方針＞ 

 編入学希望者の選抜においては、本校の教育を受けるのに必要な素養と基礎学力を有した者を

選抜するため、数学と英語、および物理または専門科目の学力検査（基礎学力を評価）を行い、

調査書等の内容を参考に面接（コミュニケーション能力、意欲、ものづくりが好きで社会の発展

に役立ちたいと考えているか、信頼される技術者を目指しているかを評価）を行い、これらの結

果を総合的に評価し、本校への適性を有すると判断した人を選抜する。 

 

＜専攻科入学者選抜の基本方針＞ 

  専攻科入学者の選抜は、「学校長の推薦による選抜」、「学力検査による選抜」および「社会人

特別選抜」の三つの方法で行う。 

・「学校長の推薦による選抜」においては、在籍学校長が学力・人物ともに優れていると認め推薦

した者に対して、口頭試問（実験・演習や卒業研究の取り組みを評価）及び面接（コミュニケー

ション能力、ものづくりや研究開発で社会の発展に役立ちたいと考えているかを評価）の結果並

びに出願書類をもとに，総合的に判定する。 

・「学力検査による選抜」においては、数学、英語及び専門科目の得点の合計（複合分野の基礎と

なる基本的素養を評価）、面接（コミュニケーション能力、ものづくりや研究開発で社会の発展に

役立ちたいと考えているかを評価）の結果並びに出願書類をもとに、総合判定により行う。英語



は TOEIC スコアを本校専攻科で定めた基準により換算する。また専門科目は口頭試問で実施す

る。なお、専門科目は外部資格による免除制度がある。 

・「社会人特別選抜」においては、所属する機関の長が学力・人物ともに優れていると認め推薦し

た者に対して、面接（コミュニケーション能力、ものづくりや研究開発で社会の発展に役立ちた

いと考えているかを評価）の結果及び出願書類をもとに、総合判定により行う。 

 

アセスメントポリシー（学修成果の評価に関する方針） 

 本校では、ディプロマポリシー・カリキュラムポリシー・アドミッションポリシーの三つのポ

リシーに基づく教育の実施と改善・改革を推進するためアセスメントポリシーを定める。本ポリ

シーは、三つのポリシーそのものの妥当性を検証し、さらに学校全体、学科・専攻、科目の３段

階で学修成果等の評価の方針を定め、これらの結果をそれぞれの段階にフィードバックすること

により、学校全体として教育改善を継続して行うために設定する。 

＜徳山工業高等専門学校全体のアセスメントポリシー＞ 

 学生の志望進路（就職率、進学率、就職先、進学先）、卒業生・修了生アンケート調査、企業ア

ンケート調査等から、本校が育成しようとする技術者像に沿った学修成果の達成状況を検証す

る。検証結果は、学校全体の現状把握、全学的な教育改革・改善、キャリア教育等の改善に活用

する。   

＜学科・専攻のアセスメントポリシー＞ 

 学科・専攻における卒業・修了要件達成状況、単位取得状況、外部客観テスト（英語運用能力

テスト（TOEIC等）、ジェネリックスキルテスト、異文化対応力テスト、学習行動調査等）から、

学科・専攻の教育課程全体を通した学修成果の達成状況を検証する。 

＜科目のアセスメントポリシー＞ 

 単位取得状況、成績評価資料のピアレビュー、学生による授業アンケートの結果等から、科目

ごとの学修成果のレベルと、その達成状況を検証する。 

アセスメントポリシーそのものが機能しているかどうかは、アセスメントポリシーに基づいた教

育改善が、学校全体で継続して行われていることを「教育点検システムの点検結果報告書」とし

てまとめ、自己評価・点検することにより検証する。また、学校全体の教育システムの PDCAサ

イクルそのものが機能しているかは、「教育点検システムの点検結果報告書」の結果を顧問会議

で報告し、さらなる改善や課題等について意見を伺うことにより確認、検証するとともに、学校

ホームページにて公開する。 

 

＊JABEE(一部文章及び URLは徳山高専 HPより引用) 

徳山高専の本科 4・5年と専攻科のカリキュラムで構成している「設計情報工学」プログ

ラムが、国際的に通用する技術者育成に適合するものとして、日本技術者教育認定機構 

(JABEE) から認定を受けた。 

平成 15年度から適用されている。 



  

教育プログラムについての詳細は下記 URLから 

「設計情報工学」プログラム情報 

「設計情報工学」プログラムの構成図 

学習・教育到達目標と育成しようとする技術者像 

日本技術者教育認定基準（JABEE基準） 

学習・教育到達目標と JABEE基準 1（2）との対応関係 

各学習・教育到達目標の達成度評価対象とその評価方法及び評価基準 

「設計情報工学」プログラム修了要件 

プログラム修了要件と JABEE基準 1（2）との対応 

カリキュラム系統図 

学習・教育到達目標と JABEE基準 1（2）及び開設科目の対応 

プログラム修了確認表 

教育点検システム 

教員間連絡ネットワーク組織 

令和 2年度専攻科修了生・本科卒業生・企業対象アンケート報告書 

平成 24年度専攻科修了生・本科卒業生・企業対象アンケート報告書 

平成 19年度専攻科修了生・本科卒業生・企業対象アンケート報告書 

平成 14年度専攻科修了生・本科卒業生・企業対象アンケート報告書 

JABEE受審に関する 6つの質問 

JABEEに対するこれまでの取り組み 

 

＊入試形態(URLは徳山高専 HPより引用) 

令和 3年度 学生募集要項 [推薦・学力] 

令和 3年度学生募集要項 [帰国子女] 

令和 3年度 編入学生募集要項 

令和 3年度 専攻科学生募集要項 

 

＊試験状況及び偏差値や倍率(図は徳山高専HPより引用) 

偏差値 68 

令和２（2020）年度入学状況 

  

https://www.tokuyama.ac.jp/school/whats/program-info.html
https://www.tokuyama.ac.jp/school/whats/program.html
https://www.tokuyama.ac.jp/school/whats/goal.html
https://www.tokuyama.ac.jp/school/whats/criteria1.html
https://www.tokuyama.ac.jp/school/whats/correspondence1.html
https://www.tokuyama.ac.jp/school/whats/evaluation.html
https://www.tokuyama.ac.jp/school/whats/requirement.html
https://www.tokuyama.ac.jp/school/whats/correspondence-r1.html
https://www.tokuyama.ac.jp/edu/curriculum.html
https://www.tokuyama.ac.jp/school/whats/subject1.html
https://www.tokuyama.ac.jp/school/whats/post.html
https://www.tokuyama.ac.jp/school/whats/edu-system.html
https://www.tokuyama.ac.jp/school/whats/curri-combi.html
https://www.tokuyama.ac.jp/school/whats/survey2019.html
https://www.tokuyama.ac.jp/school/whats/survey2013.html
https://www.tokuyama.ac.jp/school/whats/survey2008.html
https://www.tokuyama.ac.jp/school/whats/survey2003.html
https://www.tokuyama.ac.jp/school/whats/q-a.html
https://www.tokuyama.ac.jp/school/whats/q-a.html
https://www.tokuyama.ac.jp/school/whats/progress.html
https://www.tokuyama.ac.jp/school/whats/progress.html
https://www.tokuyama.ac.jp/exam/images/%E4%BB%A4%E5%92%8C3%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E5%AD%A6%E7%94%9F%E5%8B%9F%E9%9B%86%E8%A6%81%E9%A0%85.pdf
https://www.tokuyama.ac.jp/exam/images/%E4%BB%A4%E5%92%8C3%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E5%AD%A6%E7%94%9F%E5%8B%9F%E9%9B%86%E8%A6%81%E9%A0%85.pdf
https://www.tokuyama.ac.jp/exam/images/%E4%BB%A4%E5%92%8C3%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E5%B8%B0%E5%9B%BD%E5%AD%90%E5%A5%B3.pdf
https://www.tokuyama.ac.jp/exam/images/%E4%BB%A4%E5%92%8C3%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E5%B8%B0%E5%9B%BD%E5%AD%90%E5%A5%B3.pdf
https://www.tokuyama.ac.jp/exam/images/R3_%E7%B7%A8%E5%85%A5%E5%AD%A6%E7%94%9F%E5%8B%9F%E9%9B%86%E8%A6%81%E9%A0%85.pdf
https://www.tokuyama.ac.jp/exam/images/yoko-0908.pdf


 

 

入学志願状況の推移 

  

  



 

 

＊卒業後の進路状況 

過去 5 年間の求人及び進路状況（本科） 

令和元年度 

  卒業者数 就職者 進学者 その他 求人社数 求人倍率 



機械電気工学

科 
37( 2) 23( 1) 14( 1) 0( 0)  647 28.1 

情報電子工学

科 
 41(13) 22(10) 19( 3) 0( 0)  616 28.0 

土木建築工学

科 
 41(17) 25(13) 15( 4) 1( 0)  331 13.2 

計 119(32) 70(24) 48( 8) 1( 0)  1,594 22.8 

（）は女子学生内数 外国人留学生を含む 

 

平成 30 年度 

  卒業者数 就職者 進学者 その他 求人社数 求人倍率 

機械電気工学

科 
39( 3) 24( 2) 15( 1) 0( 0)  671 28.0 

情報電子工学

科 
 35(10) 23( 9) 12( 1) 0( 0)  588 25.6 

土木建築工学

科 
 43(17) 28(10) 15( 7) 0( 0)  348 12.4 

計 117(30) 75(21) 42( 9) 0( 0) 1,607 21.4 

（）は女子学生内数 外国人留学生を含む 

 

平成 29 年度 

  卒業者数 就職者 進学者 その他 求人社数 求人倍率 

機械電気工学

科 
38( 0) 27( 0) 11( 0) 0( 0)  633 23.4 

情報電子工学

科 
 39(10) 27( 8) 12( 2) 0( 0)  554 20.5 

土木建築工学

科 
 38(11) 29( 9)  9( 2) 0( 0)  364 12.6 

計 115(21) 83(17) 32( 4) 0( 0) 1,551 18.7 

（）は女子学生内数 外国人留学生を含む 

 

平成 28 年度 



  卒業者数 就職者 進学者 その他 求人社数 求人倍率 

機械電気工学

科 
 32( 1) 22( 1) 10( 0) 0( 0)  588 26.7 

情報電子工学

科 
 39( 7) 28( 5) 11( 2) 0( 0)  528 18.9 

土木建築工学

科 
 44(12) 24( 7) 19( 5) 1( 0)  328 13.7 

計 115(20) 74(13) 40( 7) 1( 0) 1,444 19.5 

（）は女子学生内数 外国人留学生を含む 

 

平成 27 年度 

  卒業者数 就職者 進学者 その他 求人社数 求人倍率 

機械電気工学

科 
 43( 0)  34( 0)  9( 0) 0( 0)  562 16.5 

情報電子工学

科 
 40(13) 26(12) 14( 1) 0( 0)  504 19.4 

土木建築工学

科 
 36(11) 17( 9) 18( 2) 1( 0)  336 19.8 

計 119(24) 77(21) 41( 3) 1( 0) 1,402 18.2 

（）は女子学生内数 外国人留学生を含む 

 

主な就職先 

令和元年度 

機械電気工学科 

  アイリスオーヤマ、NOK、NTT東日本グループ会社、NTTファシリティーズ中国、川崎重工業、

岐山化工機、協和発酵バイオ 山口事業所、JXTG エネルギー 川崎製油所、水 ing 中国営業所、ソ

ニー・太陽、ダイキン工業、東ソー 南陽事業所（2 名）、東ソー・ハイテック、トクヤマ（2

名）、日鉄ステンレス 山口製造所 光エリア、パナソニック インダストリアルソリューションズ 

デバイスソリューション事業部 山口工場、パナソニック オートモーティブ HMIシステムズ事業

部 敦賀地区、三菱ケミカルエンジニアリング、三菱重工業、メタウォーター（2 名） 

情報電子工学科 

  アイオ、宇部情報システム、エヌ・ティ・ティ エムイー、NTTコムソリューションズ、エヌ・テ

ィ・ティ・データ・フロンティア、オプティム、グリー、コベルコソフトサービス、GMOインタ



ーネット、新立電機、中国電力、東海旅客鉄道、東洋インキ SC ホールディングス、日本精蝋、日

本放送局（2 名）、日立プラントメカニクス、富士通、三菱電機エンジニアリング（2 名）、山口

県警察、ラック 

土木建築工学科 

  エヌ・ティ・ティ・インフラネット、NTTファシリティーズ中国、大林組、オリエンタルコンサ

ルタンツ、鹿島クレス、国土交通省 中国地方整備局、笹戸建築事務所、シーエム・エンジニアリ

ング（2 名）、周南市（2 名）、ショーボンド建設、中国電力、東海旅客鉄道（2 名）、東ソー 

南陽事業所、トクヤマ、西日本旅客鉄道 広島支社、広島市（3 名）、防府市、山口県、洋林建

設、LIXIL 

 

進学（編入学）状況 

令和元年度 

  
機械電気工

学科 

情報電子工

学科 

土木建築工

学科 
計 

徳山工業高等専門学校 

専攻科 
8 14(1) 8(2) 30(3) 

千葉大学 1 1 1<1>   3<1> 

大阪大学 1     1 

秋田大学   1   1 

九州工業大学   1(1)   1(1) 

横浜国立大学     1  1 

京都工芸繊維大学     1(1) 1(1) 

広島大学     1(1) 1(1) 

島根大学     1 1 

豊橋技術科学大学 2 1(1)<1>    3(1)<1> 

近畿大学     1 1 

立命館大学     1 1 

広島市立大学   1   1 

国立障害者リハビリテーションセンター学

院 
1(1)     1(1)  

徳山工業高等専門学校 研究生 1       1 



          

          

計 14(1) 19(3)<1> 15(4)<1> 
48(8)<2

> 

（）は女子学生内数 <>は外国人留学生内数 

 

機械制御工学専攻 

  
（平成 27年度） （平成 28年度） （平成 29年度） （平成 30年度） （令和元年度） 

区分 

修 了

者数 

8 4 3 3 5 

就 職

者数 

4 1 1 1 5 

進 学

者数 

4 3 2 2 0 

 就 職

先 

ニコン、日立製

作所、日立交通

テクノロジー、

コベルコ建機 

NOK オムロン 東ソー  南陽事

業所 

オムロン京都太

陽、パナソニッ

ク  コネクティ

ッドソリューシ

ョンズ社、日立

交通テクノロジ

ー、日立ハイテ

クノロジーズ 

笠戸事業所、三

菱電機エンジニ

アリング  鎌倉

事業所 

 進 学

先 

東京医科歯科大

学大学院、横浜

国立大学大学

院、京都工芸繊

維大学大学院、

九州大学大学院 

東北大学大学院

(2 名)、東京工業

大学大学院 

九州工業大学大

学院(2 名) 

早稲田大学大学

院、九州工業大

学大学院 

  



 

情報電子工学専攻 

  
（平成27年度） （平成28年度） （平成29年度） （平成30年度） （令和元年度） 

区分 

修 了

者数 

7 7 8 4 2 

就 職

者数 

6 2 5 2 1 

進 学

者数 

1 5 3 2 1 

 就職

先 

ソニーLSIデザ

イン、ソニーデ

ジタルネット

ワークアプリ

ケーションズ、

富士通、富士通

関西中部ネッ

トテック、東ソ

ー情報システ

ム 

日立ハイテク

ノロジーズ、

MHI 情報シス

テムズ 

ディアイティ

ー、東ソー情報

システム、ニコ

ン、日立ハイテ

クノロジーズ、

ヒロテック 

日立ハイテク

ノロジーズ、モ

ノリスソフト 

トクヤマ 徳山

製造所 

 進学

先 

奈良先端科学

技術大学院大

学 

筑波大学大学

院、東京工業大

学情報処理工

学院、奈良先端

科学技術大学

院大学(2 名)、九

州大学大学院 

北陸先端科学

技術大学院大

学、奈良先端科

学技術大学院

大学、早稲田大

学大学院 

筑波大学大学

院(2名) 

奈良先端科学

技術大学院大

学 

 

環境建設工学専攻 

  

（平成 27年度） （平成 28年度） （平成 29年度） （平成 30年度） （令和元年度） 

区分 



修 了

者数 

7 6 8 10 3 

就 職

者数 

6 5 5 7 2 

進 学

者数 

1 1 3 3 1 

 就職

先 

鹿島建設、積水

ハウス、竹中工

務店、日揮、日

本総合住生活、

国土交通省  中

国地方整備局 

大 成 建 設 、

NEXCO 西 日

本、プランテッ

ク、広島市、防

府市 

宇部興産機械(2

名)、山口県、周

南市、防府市 

中電技術コンサ

ルタント、徳本

工務店、山口県

(2 名)、岩国市、

周南市、下松市 

周南市、前田道

路 

 進学

先 

九州大学大学院 

  

熊本大学大学院 東京大学大学

院、愛媛大学大

学院、熊本大学

大学院 

九州大学大学院

(2 名)、山口大学

大学院 

東京大学大学

院 

 


